
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

                    
令和４年度第３７回卒業証書授与式を３月９日（木）に挙行し， 

３年生６７名が巣立ちました。今年度は１名だけではありますが，久 
しぶりに来賓として，学校設置者である甲府市教育委員会より塚越奈 
美教育委員のご臨席を賜ることができました。また，保護者の方の参 
加制限も前年は各家庭１名のみでしたが，今年は２名以内と少しだけ 
緩和することができました。マスクの着脱が話題となっていましたが， 
卒業生の入退場時や壇上で話す時にはマスクをはずすことができるようにもなりました。さらに，卒業生

による合唱も復活して，かなりコロナ禍前の卒業式の内容に戻ってきました。しかし，３密が回避できな

いため，在校生の１・２年生を同席させることができず，卒業生の立派な姿をみせることができなかった

ことは，とても残念に思います。時間短縮のため，式の内容を厳選し，１時間強の式典となりましたが，

皆様のご協力の中，滞りなく終えることができました。 
式内では，卒業生一人一人に卒業証書を手渡し，「おめでとう！」と言葉をかけることができました。

私からの『はなむけの言葉』では，「ポジティブに生きること」と「ともに生きること」の二つについて

話をさせてもらいました。変化の激しい予測困難な社会の中で，自己の可能性を引き出すためには，まず

自分自身を信じること，そして諦めず，ポジティブに行動していくことが大切です。また，互いを認め合

い，支え合い，共に手を取り合うことも，一層必要となります。常に相手のことを思いやり，感謝の気持

ちを忘れず，温かな人間関係の中で，明るく豊かな人生を送ってほしいと願っています。入学式の延期か

ら始まり，中学校生活３年間をコロナとともに過ごしてきた卒業生たちでしたが，「やれることを精一杯

にやりきる」と，前進することを諦めずに努力できた皆さんならきっと理解し，実践できると思います。 
来賓の塚越教育委員からは『励ましの言葉』として「何事にも果敢にチャレンジすること」「同じ目標

を持つ仲間をたくさん作ること」をサッカー日本代表の“三苫の１㎜”のエピソードを絡めてお話しいた

だきました。また，中林ＰＴＡ会長からの祝辞，新生徒会副会長の土屋奈緒さんからの『送る言葉』は，

短時間化を図る都合上，前年度同様に紙面での配付という形をとりました。 
卒業生からの別れの言葉では，家族へ，仲間へ，後輩へ，先生方へ，そして未来に向けて心のこもった，

温かくも力強いメッセージを発表しました。今年は久しぶりに合唱の披露も可能になり，「虹」「友～旅立

ちの時～」の２曲を，十分な練習ができない中でも，想いが伝わるとてもすばらしい歌声で聴かせてくれ

ました。途中で涙をこらえながらも最後まで歌い切ろうとする姿が，たいへん印象的でした。 
これまで中学校の卒業式を見ることすらできなかった３年生。それでも見事に厳粛な雰囲気を作り，感

動的な最後の授業・卒業式をやり遂げた３年生に，あらためて大きな拍手を送ります。 
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１日（土） 学年始め休業（～５日）  

５日（水） 入学式準備※新３年生登校 

６日（木） 令和５年度入学式 

ＰＴＡ１学年部会 

７日（金） １学期始業式 新任式 対面式 

１０日（月） 発育測定 給食開始 写真撮影 
部総会（２・３年） 
きずなの日 

１１日（火） 甲教協 

１２日（水） ＮＲＴ検査（１年） 尿検査 
復習確認テスト（２・３年） 

１３日（木） 短縮 時間割開始 朝読書開始 

心電図検査（１年） 

１４日（金） 短縮 生徒説明会 

１７日（月） 短縮 職員会議 

１８日（火） 全国学力学習状況調査 
       県学力把握調査 学校集会 
１９日（水） 短縮 授業参観 学級懇談 

修学旅行説明会（３年） 
ＰＴＡ専門部会 新旧役員会 

２０日（木） 耳鼻科検診 

２１日（金） 学年会議 

２２日（土） 学校創立記念日 

２４日（月） きずなの日 

全国学力学習状況調査（英） 

２５日（火） 全国学力学習状況調査（社理） 

内科検診（３年）評議会・委員会 

２６日（水） 短縮 校内研究会 歯科検診 

２７日（木） 眼科検診 尿検査二次 部総会 

２８日（金） 短縮 教育相談の日 

第１回学校運営協議会 

２９日（金） 昭和の日 

２年生では３月１０日（金） 

『子どもBOUSAI教育-こうふ-』 

を実施しました。甲府市より危機 

管理室地域防災課の方々を講師として 

お招きし，前半は防災講話，後半は避難所体験を行いま

した。実際に避難所生活となったときに食料となるアル

ファ化米などの非常食の説明や仮設トイレの使い方，け

が人などを担架で運ぶための搬送 

法など，丁寧にご指導をいた 

だきました。コロナ禍もあり 

なかなかこういう機会に恵 

まれなかった生徒たちですが 

興味をもって聞こうとしている 

姿がとても印象的でした。 

有事の際には「自らの命は自ら守る」自助，「自分たち

の町は自分たちで守る」共助の精神が必要です。そして，

このとき中高生などの若い力は，地域を支える重要で大 

きなものになります。これを機会に 

能動的に動くことができる，地域 

の要となれる人材になれるとよ 

いと思います。富竹中の地域は 

富竹中生で守っていきましょう！ 

 

３月７日（火）午後，新生徒会本部にとって初めての取り組み

となる『三年生に贈る会』を開催しました。３年生の新たなステージを応援し，１・２年

生の新しい文化創造への挑戦という意思表示を『飛躍～Let’s go to the NEW ERA～』と

いうテーマに乗せ，心を込めた会になるよう，一致団結して頑張ってくれました。 

第１部は，学年発表やメッセージ動画を中心に，第２部は体育館に集まってプレゼント

贈呈や全校応援が行われました。リモートによるビデオ発表はコロナ禍の副産物と言えま

すが，今やＴＶ番組さながらの出来映えになっています。３年生が残した新たな富竹中の

文化の一つです。また，集会中に話す人の方へ自然と体を向き直す３年生の姿もとても立

派で，下級生にも感じ取るものがあったと思います。三贈会は３年生だけでなく，全生徒

にとって次のステップに向かう大きな力になりました。“NEW ERA（新時代）”に期待です！ 

 


